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お知らせ

　書記局研修旅行のため、10月6

日（月）は、組合事務所をお休み

させていただきます。

　通常業務は、7日（火）からに

なります。

　組合員の皆さん、何卒よろしく

お願いいたします。

　
日
頃
は
、
全
建
愛
知
の
組
織

拡
大
行
動
に
絶
大
な
る
ご
協
力

を
頂
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
去
る
八
月
三
十
一
日
に
は
組

織
拡
大
出
陣
式
に
て
士
気
も
高

ま
り
、
今
月
か
ら
秋
の
組
織
拡

大
強
化
月
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
で
は
、
組
織
人
員

を
一
万
三
千
人
に
拡
大
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
建

設
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
く
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
耐
震
偽
装
に
よ
る
建
築
基
準

法
の
厳
格
化
に
伴
う
住
宅
着
工

の
減
少
、
資
材
高
騰
に
よ
る
建

設
不
況
、
更
に
ガ
ソ
リ
ン
の
高

騰
に
よ
る
利
益
の
減
少
と
、
環

境
は
悪
化
す
る
一
方
で
す
。

　
し
か
し
、
「
数
こ
そ
力
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
こ

の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
一

人
で
は
な
く
、
皆
様
が
手
に
手

を
取
っ
て
行
動
を
起
こ
し
大
き

な
組
織
と
な
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
今
の

建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

必
ず
変
わ
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
是
非
、
身
近
な
仲
間
曳 栄叡叡叡

現場に訪問し、パンフを手渡す幹事（左）

目指せ目指せ！！13,00013,000人人の組の組合合
皆の力で仲間を増やそう

未加入者の職人さんに組合制度を説明する役員（右）

健
康
保
険
や
労
災
保
険
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
方
も
多

く
、
｢
仕
事
が
終
わ
っ
た
ら

是
非
み
ん
な
で
読
み
ま
す
｣

と
の
返
事
を
い
た
だ
き
、
今

後
の
組
織
拡
大
に
向
け
て
の

成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
加
入
者
宅
訪
問
で
は
、

留
守
宅
も
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
何
人
か
の
組
合
員
さ
ん

と
直
接
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
資
料
と
組
織
拡
大
グ
ッ

岡
崎
・
安
城
市
の
現
場
及
び
新

規
加
入
者
宅
を
訪
問
し
、
岡
崎

で
開
催
さ
れ
た
集
団
健
康
診
断

の
会
場
で
は
声
掛
け
を
行
い
ま

し
た
。

　
現
場
で
は
、
お
盆
前
と
い
う

こ
と
で
忙
し
そ
う
に
作
業
を
し

て
い
る
方
が
多
く
、
詳
し
い
説

明
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、

し
て
、
東
海
地
協
青
協
統
一
組

織
拡
大
行
動
が
、
県
内
と
岐
阜

県
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
車
三
台
で
豊
田
・

　
八
月
三
日
（
日
）
午
前
九
時

半
よ
り
、
青
年
部
幹
事
・
書
記

局
員
合
わ
せ
て
十
二
名
が
参
加

青
協
統
一
組
織
拡
大
行

青
協
統
一
組
織
拡
大
行
動動

三
河
方
面
の
現
場
を
廻
り
ま
し

三
河
方
面
の
現
場
を
廻
り
ま
し
たた

東海地協

日
（
日
）
東
海
地
協
青
協
統
一

組
織
拡
大
行
動
を
四
県
連
・
組

合
（
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・
静

岡
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
各
地
で
行

い
ま
し
た
。
　
今
後
も
引
続
き
、

活
発
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
主
婦
の
会
で
は
、
五
月
か
ら

各
支
部
の
住
宅
デ
ー
に
参
加

し
、
広
い
会
場
内
で
多
く
の
来

場
者
の
方
々
に
声
を
掛
け
、
組

織
拡
大
行
動
に
取
り
組
み
、
大

き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
青
年
部
や
主
婦
の
会
は
、
組

合
の
第
一
線
に
立
ち
、
拡
大
に

活
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
の

メ
デ
ィ
ア
の
力力

　
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
は
、
八
月
～
十

月
／
①
九
～
十
月
の
月
～
土
曜

日
（
午
前
七
時
三
十
分
頃
）
②

九
月
の
月
～
金
曜
日
（
午
後
十

二
時
三
十
分
頃
）
③
八
～
九
月

の
木
曜
日
（
ガ
ッ
ツ
ナ
イ
タ
ー
）

か
ら
東
海
ラ
ジ
オ
（
1
3
3
2

Ｈ
Ｚ
）
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
は
九

月
十
五
日
か
ら
一
ヵ
月
間
、
民

放
五
局
（
東
海
・
中
京
・
Ｃ
Ｂ

Ｃ
・
メ
～
テ
レ
・
テ
レ
ビ
愛
知
）

か
ら
放
映
さ
れ
ま
す
。

　
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
／
ウ
ク
レ

レ
え
い
じ
さ
ん
（
ワ
ハ
ハ
本
舗
）

が
、
今
期
も
ま
た
、
お
茶
の
間
を

お
も
し
ろ
楽
し
く
賑
わ
せ
ま
す
。

　
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
る
こ
と

で
、
多
く
の
方
に
全
建
愛
知
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

未
加
入
者
を
紹
介
し
よ

未
加
入
者
を
紹
介
し
よ
うう

　
組
合
で
は
、
新
加
入
者
を
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
組
合
員
に
、

ビ
ー
ル
券
を
進
呈
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
四
月
か
ら
八
月
の
間

に
、
新
加
入
さ
れ
た
五
百
十
九

名
の
内
、
三
百
三
十
六
名
（
約

六
・
四
割
）
が
組
合
員
の
ご
紹

介
で
新
た
な
仲
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご

紹
介
が
、
組
合
員
増
員
の
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
お
仕
事
仲

間
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
諸
要
求
が
国
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
た
め
に
も
必
要
不

可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
最
も
大

切
な
運
動
で
す
。

拡
大
グ
ッ
ズ
を
活
用
し
よ

拡
大
グ
ッ
ズ
を
活
用
し
よ
うう

　
新
た
に
組
合
で
は
、
拡
大
グ
ッ

ズ
と
し
て
、
資
料
請
求
用
紙
・

フ
ァ
イ
ル
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
三

点
を
作
製
し
ま
し
た
。

　
大
い
に
活
用
し
、
現
場
訪
問

等
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

青
年
部
・
主
婦
の
会
の
活

青
年
部
・
主
婦
の
会
の
活
動動

　
青
年
部
で
は
、
既
に
八
月
三

一
度
も
組
合
員
数
が
減
少
す
る

こ
と
な
く
、
着
実
に
実
増
を
勝

ち
取
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
春
に
は
職
種

種
別
調
査
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
移
行
に
伴
い
、
非
常
に
多
く
の

組
合
員
が
脱
退
し
、
組
合
設
立
以

来
初
め
て
、
組
合
員
数
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
組
合
員
を
増
や
す
こ
と
は
、

一
万
三
千
人
の
組

一
万
三
千
人
の
組
合合

　
昨
年
度
（
平
成
十
九
年
四
月

～
二
十
年
三
月
）
は
、
実
増
百
八

十
名
（
組
織
人
員
／
一
万
千
五

百
九
十
名
）
、
千
四
十
九
名
の
新

し
い
組
合
員
を
迎
え
ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
設
立
（
昭
和
四
十

七
年
七
月
十
五
日
／
七
十
八

名
）
以
来
、
三
十
五
年
が
過
ぎ
、

一
万
三
千
人
の
組
合
を
目
指
す
、
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
の
最
後
の
年
と
し
て
、
秋
の
組
織
拡
大

強
化
月
間
（
九
月
～
十
一
月
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
も
、
全
二
十
九
支
部
各
地
で
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
組
織
拡
大
行
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
、
目
標
達
成
に
向
け
、
秋
の
組
織
拡
大
行
動
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

各支部の組織拡大行動日程表

・　9月12日（金）／一宮

・　9月12日（金）／天白

・　9月16日（火）／緑

・　9月17日（水）／長久手

・　9月20日（土）／旭瀬戸

・　9月21日（日）／南

・10月　5日（日）／港

・10月11日（土）／尾北

・10月11日（土）／守山

・10月12日（日）／名東

・10月予定　　　　／春日井

・11月  8日～9日 ／西尾幡豆

・11月予定　　　　／木曽川

　　　　　　　 　　 千種・東

　　　　　　　　　　中村

（平成20年8月21日現在）

に
一
声
掛
け
て
い
た
だ
き
、
数

多
く
の
仲
間
を
作
り
、
皆
で
知

恵
を
絞
っ
て
活
力
あ
る
組
合
に

し
た
い
、
と
思
い
ま
す
。

　
各
支
部
五
％
の
実
増
を
目
標

と
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
今
後
と
も
皆
様
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ズ
を
お
渡
し
、
今
後
の
組
合
活

動
へ
の
協
力
と
、
知
り
合
い
に

未
加
入
者
が
い
れ
ば
、
是
非
紹

介
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
し
た
。

　
健
診
会
場
で
は
、
健
診
を
終

え
た
組
合
員
に
組
織
拡
大
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
岐
阜
県
で
は
三
重
、

静
岡
の
仲
間
と
と
も
に
、
岐
阜

建
労
主
催
の
親
子
木
工
教
室
に

参
加
し
、
ス
ラ
イ
ド
式
の
本
立

て
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
木
工
教
室
終
了
後
は
場
所
を

移
し
、
各
県
連
・
組
合
の
活
動

報
告
を
行
い
仲
間
達
の
活
動
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
暑
い
中
、
一
丸
と

な
っ
て
行
動
し
た
幹
事
同
士
の

交
流
も
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

知
恵
を
絞
り
活
力
あ
る
組
合
へ

曳
栄
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叡
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叡
叡
叡
叡
叡

組
織
拡
大
強
化
月
間
 い
よ
い
よ
始
ま
る

組 織 部 長
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張張張張張張張張張張
っっっっっっっっっっ
てててててててててて
まままままままままま

私
た
ち
も
頑
張
っ
て
ま
すすすすすすすすすすす

皆
が
、
協
力
し

皆
が
、
協
力
し
てて
拡
大
に
励
ん

拡
大
に
励
ん
だだ

　
六
月
二
十
二
日
（
日
）
、
全
建
愛
知
第
三
十
六
回
定
期
大
会
を
、
総
勢
三
百
二
十
八
名
の
参

加
の
も
と
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
に
て
、
組
織
拡
大
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
団
体
表
彰
の
部
で
は
、
拡
大
目
標
を
達

成
し
た
十
四
支
部
と
、
個
人
表
彰
で
は
、
年
間
五
名
以
上
拡
大
し
た
七
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
、
秋
の
組
織
拡
大
強
化
月
間
に
向
け
、
団
体
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
、
一
宮
支
部

に
注
目
し
、
ど
の
よ
う
に
組
織
拡
大
行
動
を
行
っ
た
の
か
一
宮
支
部
長
／
伊
藤
和
美
さ
ん
に
お

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

現場を訪問し、未加入者の職人さんに組合説明をする伊藤支部長（奥）

餌

影

営

映
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【団体の部】

長久手支部　　　　岡崎支部

一宮支部　　　　　尾北支部

海部津島支部　　　港支部

西支部　　　　　　中川熱田支部

小牧支部　　　　　豊橋支部

豊田支部　　　　　東海支部

碧海支部　　　　　西尾幡豆支部

【個人の部】

矢野　弘康さん（長久手支部）

北山　貴純さん（海部津島支部）

宇山純一郎さん（海部津島支部）

日比野仁士さん（北支部）

谷　　昭範さん（尾北支部）

森　　修一さん（名東支部）

石水　　博さん（中川熱田支部）

組織拡大功労者表彰
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各支部が一丸となり、組織拡大行動に取り組んだ

組織拡大強化月間　9月～11月

一
宮
支
部
と

一
宮
支
部
と
はは

　
五
代
目
の
一
宮
支
部
長
に
就

任
し
た
伊
藤
さ
ん
を
筆
頭
に
、

全
役
員
三
十
名
が
一
致
団
結

し
、「
明
る
く
楽
し
く
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
他
の
支
部
と
の
交
流

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
数
多
く

の
年
間
行
事
や
支
部
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
宮
支
部
は
、
組
合
設
立
時

か
ら
発
足
さ
れ
、
三
十
六
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
当
時
、
数
名

の
支
部
員
数
で
し
た
が
、
現
在

で
は
五
百
名
の
方
々
が
一
宮
支

部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
全
二

十
九
支
部
中
、
八
番
目
に
大
き

な
支
部
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

二
年
連
続
表

二
年
連
続
表
彰彰

　
「
昨
年
に
引
き
続
き
、
表
彰
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
表
彰
状
は
、
額
に
入
れ
代

表
と
し
て
私
の
自
宅
に
大
切
に

飾
っ
て
い
ま
す
。
表
彰
は
何
度

さ
れ
て
も
嬉
し
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
役
員
、
い
や
、

一
宮
支
部
全
員
が
組
織
拡
大
行

動
に
励
ん
だ
証
で
す
。
結
果
は
、

直
ぐ
目
に
見
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ス
タ
ー
ト

が
あ
っ
て
も
ゴ
ー
ル
の
な
い
未

知
の
活
動
で
す
が
、
こ
の
表
彰

は
あ
く
ま
で
も
途
中
経
過
で
あ

り
一
区
切
り
に
す
ぎ
ま
せ
ん
」

取
り
組
み

取
り
組
み
方方

　
平
日
の
日
中
に
役
員
が
集
ま

り
、
春
と
秋
の
年
間
二
回
組
織

拡
大
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
支
部
と
し
て
は
、
特
別
な

活
動
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
役
員
の
ト
ラ
ッ
ク

意
外
に
も
組
合
を
知
ら
な
い
職

人
さ
ん
を
多
く
見
受
け
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
私
た
ち
組
合
の
良

き
制
度
に
出
会
え
て
い
な
い
職

人
さ
ん
が
い
る
は
ず
で
す
。

ア
ド
バ
イ

ア
ド
バ
イ
スス

　
自
分
た
ち
が
、
気
に
入
っ
て

加
入
し
た
組
合
で
す
。
自
信
を

持
っ
て
胸
を
張
っ
て
、
良
い
も

の
は
良
い
と
、
真
心
込
め
て
未

加
入
者
の
方
へ
伝
え
て
ほ
し
い

で
す
ね
。今

後
の
抱

今
後
の
抱
負負

　
今
後
も
、
全
役
員
三
十
名
が

力
強
く
手
を
取
り
合
い
、
支
部

の
先
頭
に
立
ち
、
終
り
な
き
組

織
拡
大
行
動
に
全
力
で
励
ん
で

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
支
部
役
員
だ
け
が
行

動
す
る
の
で
は
な
く
、
五
百
人

の
支
部
員
全
員
が
組
織
拡
大
行

動
の
重
要
性
・
必
要
性
を
今
一

度
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
大
切
な
組

合
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
の
手
で

育
て
・
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
い
つ
か
年
間
通
じ

五
百
人
係
り
の
組
織
拡
大
行
動

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

数
台
連
ね
て
、
現
場
廻
り
や
看

板
な
ど
を
頼
り
に
職
人
さ
ん
の

お
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　
突
然
、
現
場
な
ど
に
伺
う
と

当
然
警
戒
さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ

は
同
じ
職
人
仲
間
、
快
く
聞
き

入
れ
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
ず
、
組
合
事
業
の
ア
ピ
ー

ル
と
し
て
健
康
保
険
を
中
心
に

伝
え
ま
す
。
こ
の
春
か
ら
制
度

が
見
直
さ
れ
ま
し
た
、「
償
還
金

制
度
・
傷
病
手
当
金
制
度
・
そ

し
て
所
得
に
関
係
な
く
健
康
保

険
料
が
一
律
で
あ
る
」
こ
と
を

説
明
し
ま
す
。

　
現
場
廻
り
を
し
て
い
る
と
、

　
「
支
部
を
挙
げ
、
組
織
拡
大
行

動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
形
と
な

り
、
報
わ
れ
た
と
こ
に
つ
い
て
、

た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
、
日
頃
か
ら
支
部

役
員
が
一
丸
と
な
り
組
織
拡
大

行
動
を
心
掛
け
取
り
組
ん
で
き

た
賜
物
で
す
。
尾
北
支
部
は
、

年
間
行
事
の
中
で
も
、
年
二
回

行
わ
れ
る
組
織
拡
大
行
動
に
最

も
力
を
入
れ
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
支
部
会
や
勉
強

会
を
通
じ
、
数
は
力
と
言
っ
た

こ
と
を
役
員
一
人
一
人
が
十
分

理
解
し
て
い
る
か
ら
だ
か
ら
こ

そ
で
す
。
ま
た
以
前
、
組
合
員

の
家
族
が
未
加
入
者
を
加
入
さ

せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
組

合
員
本
人
が
亡
く
な
り
、
そ
の

家
族
が
、
全
建
愛
知
の
手
厚
い

制
度
に
喜
び
を
感
じ
、
自
ら
体

験
し
た
こ
と
を
、
ご
主
人
の
職

人
仲
間
に
伝
え
、
多
く
の
未
加

入
者
の
職
人
さ
ん
に
加
入
し
て

い
た
だ
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
生
き
た
声

を
、
一
人
で
も
多
く
の
未
加
入

者
の
方
に
伝
え
、
今
後
も
組
織

拡
大
行
動
に
励
ん
で
い
き
ま

す
」
と
、
吉
田
支
部
長
は
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　
「
た
い
へ
ん
喜
ば
し
く
思
い

ま
す
。
役
員
全
員
が
、
一
致
団

結
し
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ

り
、
皆
さ
ん
が
組
織
拡
大
行
動

に
対
し
、
理
解
し
協
力
し
て
い

た
だ
け
た
功
績
で
す
。
そ
し
て
、

碧
海
支
部
は
、
支
部
独
自
の
趣

向
を
凝
ら
し
た
拡
大
グ
ッ
ズ
に

力
を
入
れ
制
作
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
四
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
レ

ジ
袋
、
今
年
は
傷
テ
ー
プ
を
千

個
作
る
予
定
で
す
。
普
段
仕
事

で
、
役
員
の
出
入
り
す
る
金
物

店
や
材
料
屋
に
組
合
パ
ン
フ
と

と
も
に
拡
大
グ
ッ
ズ
を
置
い
て

も
ら
い
、
組
合
の
宣
伝
を
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

組
合
制
度
の
ア
ピ
ー
ル
と
し

て
、
確
定
申
告
や
労
災
保
険
を

強
調
し
て
未
加
入
者
の
方
に
説

明
し
て
い
ま
す
。
我
々
の
建
築

業
は
、
手
間
受
け
が
多
い
た
め
、

毎
年
二
月
頃
に
確
定
申
告
を
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
組
合
で
は
事
前
対
策
に

備
え
た
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、

確
定
申
告
間
際
も
焦
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
な
ど
と
、
伝
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
役
員
が
一

致
団
結
し
組
織
拡
大
行
動
を
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
、
横

山
支
部
長
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

一宮支部長

 伊藤  和美 
いとう かずよし

碧海支部長

 横山  康宏 
よこやま やすひろ

尾北支部長

 吉田  年春 
よしだ としはる



　
今
年
度
の
中
建
国
保
健
康
診

査
補
助
事
業
は
、
契
約
す
る
健

診
機
関
で
の
「
集
団
健
康
診
断
」

を
主
体
と
し
て
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
原
則
と
し
て
組
合
が
実

施
す
る
、
「
集
団
健
康
診
断
」

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
六
月

～
翌
年
三
月
実
施
予
定
）

　
今
後
も
機
関
紙
キ
ャ
ロ
ッ
ト

や
組
合
Ｈ
Ｐ
で
日
程
・
会
場
等

を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
「
特
定

健
康
診
断
の
義
務
化
」
に
よ
り
、

生
活
習
慣
病
予
防
の
観
点
か

ら
、
保
険
者
（
中
建
国
保
）
に

特
定
の
健
康
診
断
及
び
そ
の
結

果
に
基
づ
く
保
健
指
導
を
実
施

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
今
年
度
、
被
保
険
者
四

十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方

の
受
診
率
四
十
％
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
の
達
成
率
の
数
値
に
よ
っ

て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
支

援
金
へ
の
影
響
、ひ
い
て
は
保
険

料
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ぜ
ひ
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
積
極
的
に
健
康
診
断

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
組
合
の
集
団
健
康
診
断
で

は
、
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本

項
目
の
他
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
現
場
入
場
や
親
会
社
等
へ
健

診
結
果
を
提
出
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
中
建
国

保
の
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
に

な
り
集
団
健
康
診
断
へ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
当
日
の
実
費
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

集
団
健
診
の
受
診
資

集
団
健
診
の
受
診
資
格格

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
受
診
希
望
の

場
合
は
、
実
費
負
担
（
七
千
二

百
五
十
円
）
で
受
診
い
た
だ
け

ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。

※
今
年
度
か
ら
、
健
康
診
断
は

　
医
療
保
険
者
が
行
う
こ
と
に

　
な
り
ま
し
た
。
中
建
国
保
に

　
未
加
入
の
組
合
員
は
加
入
し

　
て
い
る
医
療
保
険
者
（
市
町

　
村
・
社
会
保
険
等
）
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

組
合
の
集
団
健
康
診

組
合
の
集
団
健
康
診
断断
 

　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

①
実
費
負
担
な
し
で
、
労
働
安

　
全
衛
生
法
の
基
準
も
満
た
し

　
て
い
る
内
容
で
受
診
で
き
ま

　
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。

③
愛
知
県
内
各
所
で
集
団
健
康

診
断
会
場
を
設
け
ま
す
の
で
、

ご
自
宅
か
ら
近
い
場
所
で
受

診
で
き
ま
す
。ま
た
、
所
属
支

部
に
係
わ
ら
ず
、
ど
こ
の
健
診

会
場
で
も
受
診
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。健

診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・
既
往
歴
・
生
活

　
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

　
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・

　
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図
・

　
血
液
検
査
（
R
B
C
・
H
b

③
組
合
よ
り
「
健
康
診
断
受
診

　
券
」
を
発
行
・
郵
送
し
ま
す
。

④
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口
へ

　
「
健
康
診
断
受
診
券
」
「
健
康

　
保
険
証
」
を
提
出
し
て
受
診

　
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

　
け
れ
ば
受
診
で
き
な
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

 契
約
健
診
機
関
以
外
で

契
約
健
診
機
関
以
外
で
 

受
診
す
る
場

　
　
　
   受
診
す
る
場
合合
 

　
契
約
健
診
機
関
以
外
で
受
診

を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
中
建
国

保
の
規
定
の
条
件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）
を
満
た
し
て

い
な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
受
診
の
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

適
用
除
外
事
業
所
の
 

　
　
　
　
取
り
扱
い

　
適
用
除
外
事
業
所
（
①
法
人

事
業
所
の
事
業
主
・
従
業
員
②

従
業
員
が
五
人
以
上
の
個
人
事

業
所
の
従
業
員
）
に
つ
い
て
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
り
、
事

業
主
の
負
担
で
「
事
業
者
健
診
」

を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
た
め
、
原
則
と
し

て
中
建
国
保
の
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
但
し
、
②
の
事
業
主
お
よ
び

　
①
 ②
の
二
十
歳
以
上
の
扶

　
養
家
族
は
「
個
人
受
診
扱
い
」

　
と
し
て
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

　
す
。

　
し
か
し
、
中
建
国
保
は
特
定

健
康
診
断
の
実
績
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
健

診
を
中
建
国
保
へ
委
託
す
る
形

と
し
て
、
契
約
健
診
機
関
（
集

団
健
康
診
断
お
よ
び
健
診
機
関

の
施
設
）
で
受
診
し
た
場
合
の

み
、
補
助
金
に
相
当
す
る
「
協

力
費
」
を
現
物
支
給
し
、
実
費

負
担
な
し
で
受
診
い
た
だ
け
ま

す
。
　
但
し
、
事
前
に
「
健
診
申
込

書
兼
結
果
デ
ー
タ
提
供
に
か
か

る
協
力
費
申
請
書
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

（
既
に
、
協
力
費
申
請
書
と
ご

案
内
を
適
用
除
外
事
業
所
へ
一

斉
に
発
送
し
ま
し
た
。
）

　
適
用
除
外
事
業
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
是
非
と
も
組
合
の
集

団
健
康
診
断
及
び
契
約
健
診
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

汚 甥遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

汚
甥

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

機
関
で
あ
れ
ば
、
集
団
健
康

機
関
で
あ
れ
ば
、
集
団
健
康
診診

断
と
同
様
（
受
診
資
格
・
健

断
と
同
様
（
受
診
資
格
・
健
診診

項
目
・
実
費
負
担
な
し
）
の

項
目
・
実
費
負
担
な
し
）
の
取取

り
扱
い
で
受
診
で
き
ま
す

り
扱
い
で
受
診
で
き
ま
す
。。

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し
、、

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お

　
ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願願

い
し
ま
す

　
い
し
ま
す
。。（
中
建
国
保
の

（
中
建
国
保
の
組組

　
合
員
で
あ
る
旨
を
必
ず
お

合
員
で
あ
る
旨
を
必
ず
お
伝伝

　
え
く
だ
さ
い

え
く
だ
さ
い
））

②②
予
約
は
、
二
週
間
前
ま
で
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
集
団
健
康
診

断
へ
参
加
で
き
な
い
場
合
、

以
下
の
要
領
で
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

 契
約
健
診
機
関
で

契
約
健
診
機
関
で
 

受
診
す
る
場

　
　
　
受
診
す
る
場
合合

左
表
の
八
つ
の
契
約
健

　
左
表
の
八
つ
の
契
約
健
診診

集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断
以以
外外

（
予
約
必
要

（
予
約
必
要
））

　
今
年
度
も
組
合
員
と
そ
の
配

偶
者
を
対
象
に
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
健
康
影
響
調
査
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

七
月
号
に
同
封
の
「
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
の
健
康
影
響
調
査

（
石
綿
検
査
）
の
実
施
と
同
意

に
つ
い
て
」
を
よ
く
お
読
み
に

な
り
、
同
意
書
及
び
問
診
票
を

ご
記
入
の
上
、
集
団
健
康
診
断

会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

と
そ
の
配
偶
者
で
検
査
を
希
望

す
る
場
合
は
、
胸
部
直
接
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
と
併
せ
て
組
合
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
予
約
不
要

（
予
約
不
要
））

集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）のの

健
康
影
響
調
査
の

健
康
影
響
調
査
の
実実
施施

契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号住所健診機関名称

月曜日～金曜日
8:30～17:30

土曜日　　　　
8:30～正午

052-821-0090

名古屋市南区千竈通
　　　　　7-16-1

名古屋セントラル　
　　　　クリニック

名古屋市中村区那古野
　　　　　　1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラル
　　　　クリニック

名古屋市中村区名駅　
　　　　1-1-2

名古屋ターミナルビル8F

テルミナセントラル
　　　　クリニック

愛知郡東郷町大字春木
　　字白土1-1884

和合セントラル
　　　　クリニック

月曜日～金曜日
9:00～16:30

052-741-9211
名古屋市千種区今池
　　　　　1-8-4

オリエンタル
　　　労働衛生協会

火曜日～土曜日
9:00～17:00

0566-75-7515安城市相生町15-1三河安城クリニック

月曜日～金曜日
9:00～11:30
担当　中村

052-486-6875
名古屋市中村区道下町
　　　　　2-26

ライフ健康クリニック

月曜日～金曜日
8:30～17:00
土曜日　　　　
9:30～11:00

0561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

集団健康診断日程表
会場所在地会場名受付時間曜日月

一宮市木曽川町一宮市木曽川体育館
9:30～11:30日7

9

西尾市西尾勤労会館

名古屋市港区全建愛知会館
9:30～11:30日14

豊田市高橋コミュニティーセンター

尾張旭市スカイワードあさひ
9:30～11:30日28

名古屋市千種区オリエンタル労働衛生協会

名古屋市守山区大森会館
9:30～11:30日12

10

名古屋市緑区緑区役所

名古屋市中村区笈瀬中学校
9:30～11:30日19

一宮市尾西市民会館

瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日26

春日井市グリーンパレス春日井9:30～11:30日2

11

北名古屋市北名古屋市文化勤労会館（予定）
（旧西春町文化勤労会館）9:30～11:30日9

尾張旭市スカイワードあさひ
9:30～11:30日16

名古屋市南区名古屋セントラルクリニック

名古屋市天白区天白区役所9:30～11:30日23

瀬戸市瀬戸健康管理センター
9:30～11:30日30

名古屋市港区全建愛知会館

津島市
アイプラザ津島

（津島勤労福祉会館）
9:30～11:30日712

※10月12日（日）／大森会館の駐車場はございませんので、金城学院幼稚園様の駐
　車場へお停めください。
※集団健康診断につきましては、事前予約の必要はございません。また、所属支部に
　係わらず、どこの健診会場でも受診していただけます。
※今年度から、特定健診を行うにあたって、より正確な判定結果を出すため、午前中
　のみ開催となりますのでご了承ください。
※受診者の多い会場は、増開催も予定しています。今月号以降のキャロットをご確認
　の上、ご利用ください。受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑する場合があり
　ます。何卒、ご理解ご協力よろしくお願いいたします。

　食事は、前日の午後9

時までにお済ませいた

だき、当日、健診終了ま

で水以外の摂取はおや

めください。

　牛乳・スポーツドリン

ク・清涼飲料水・ガム・

飴なども検査数値に影

響を与えます。

注意事項
　今月の組合費等の自動引落

日は、29日（月）です。26日

（金）までに、預金残高をご確

認ください。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

◎日時　9月21日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※但し、お電話でのご予約が必要です

フリーダイヤル／0120-154-931

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

　
・
H
t
）

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
お
よ

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
お
よ
びび

６月より実施

集
団
健
康
診
断
開
催

集
団
健
康
診
断
開
催
中中

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せ
ん



七
月
六
日
（
日
）
、
恒
例

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
岡
崎

エ
ー
ル
ボ
ウ
ル
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
者
は
、
五
十

七
名
。
岡
崎
支
部
の
レ
ク
で

は
、
過
去
最
高
人
数
で
、
特

に
チ
ビ
ッ
コ
の
参
加
も
多

く
、
賑
や
か
な
幕
開
け
と
な

り
ま
し
た
。

午
前
十
時
、
植
田
支
部
長

の
始
球
式
で
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー

ト
。
待
っ
て
い
ま
し
た
と
ば

か
り
、
各
レ
ー
ン
か
ら
は
「
バ

コ
ー
ン
」
と
い
い
音
と
共
に

歓
声
が
湧
い
た
り
、
「
ガ
タ

ン
」
と
い
う
音
（
Ｇ
で
す
）

に
溜
息
が
出
た
り
…
実
力
の

差
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ

れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ア
ッ

と
い
う
間
の
二
ゲ
ー
ム
で
し

た
。そ

し
て
、
今
年
の
勝
者
は
、

柴
田
英
雄
さ
ん
。
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
ト
ー

タ
ル
三
百
八
十
四
点
と
い
う

文
句
な
し
の
優
勝
に
加
え
、

二
百
十
四
点
で
ハ
イ
ゲ
ー
ム

賞
も
勝
ち
取
ら
れ
ま
し
た
。

流
石
で
す
。

さ
ぁ
、
来
年
は
「
打
倒
・

柴
田
！
」
で
参
り
ま
し
ょ
う

か
？【

村
瀬
千
夏
子
通
信
員
】
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★

岡
崎
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

歓
声
と
溜
息
の
二
ゲ
ー
ム
７月６日

さぁー僕も投げるぞ

賞品いただきニッコリ

　７月13日（日）、八ヶ岳高
原さくらんぼ狩りに、総勢
77名で出掛けました。
　行きの車中では、高齢者医
療制度・特定健康診断につい
ての勉強会が行われ、皆熱心
に耳を傾けていました。
　3時間ほど中央道を走り、
おぎのやで少し早い昼食、峠
の釜めしをいただきました。
　次にベルフォーレワイナ
リーにより、ワインの試飲です。甘口・辛口、赤・白いろいろ飲み比
べることができ、皆大満足でした。
　そして、本日のメインイベントさくらんぼ狩りに到着です。

　係りの方から、注意事項を受け、
いざ農園へ。「大きくて甘くて美味
しい」と、大好評なのは今が旬の紅
秀峰。甘いだけでは、物足りない方
には、ちょっぴりすっぱい高砂とい
ろんな種類のさくらんぼをお腹一
杯食べることができました。
　皆さん、またふるって参加してく
ださい。　　　　【金子由美子　記】
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港支部主婦の会／さくらんぼ狩りの旅 ７月１３日

甘
く
て
美
味
し
い
よ

ハ
イ
 チ
ィ
ー
ズ

美味しかったね!さくらんぼ

　
七
月
十
三
日
（
日
）
、

昭
和
支
部
は
、
富
士
サ

フ
ァ
リ
パ
ー
ク
へ
行
き

ま
し
た
。

　
バ
ス
二
台
、
大
人
小

人
合
わ
せ
て
、
八
十
四

名
の
参
加
で
す
。

　
集
合
時
間
に
は
、
全

員
が
集
ま
り
、
八
時
出

発
で
す
。
ト
イ
レ
休
憩

を
取
り
つ
つ
、
片
道
四

時
間
の
道
の
り
で
す
。

　
バ
ス
の
中
で
は
、
健

康
づ
く
り
の
ビ
デ
オ
観

賞
、
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん

だ
り
、
お
弁
当
を
食
べ

た
り
し
て
い
る
間
に
着

き
ま
し
た
。
　
そ
の
ま

ま
園
内
に
入
り
、
肉
食

動
物
ゾ
ー
ン
か
ら
草
食

動
物
ゾ
ー
ン
と
、
一
時

間
半
か
け
て
回
り
ま
し

た
。
さ
す
が
、
百
獣
の
王

ラ
イ
オ
ン
は
迫
力
満

点
。
皆
さ
ん
立
ち
上

が
っ
て
歓
声
で
す
。

　
ふ
れ
あ
い
牧
場
で

は
、
カ
ン
ガ
ル
ー
に
餌

あ
げ
体
験
、
ポ
ニ
ー
乗

馬
体
験
と
、
少
し
時
間

が
足
り
な
か
っ
た
か

な
？
涼
し
さ
も
手
伝
っ

て
歩
く
に
も
楽
で
、
ま

た
来
た
い
と
の
声
も
聞

け
ま
し
た
。

　
【
佐
藤
詔
子
通
信
員
】
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カンガルーとこんにちは

昭
和
支
部
／
富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
の
旅

迫
力
満
点
の
ラ
イ
オ
ン
７月１３日

ポニーに乗っていい気分

　
七
月
十
七
日
（
木
）
、

緑
支
部
は
寿
司
レ
ス
ト
ゆ

た
か
（
豊
明
市
）
に
て
、

午
後
六
時
三
十
分
よ
り
、

支
部
役
員
十
名
・
組
合
員

二
名
・
主
婦
の
会
七
名
、

計
十
九
名
に
て
勉
強
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
で
す
。

　
ま
ず
、
佐
藤
支
部
長
よ

り
、
開
会
挨
拶
に
は
じ
ま

り
、
役
員
の
山
﨑
淳
司
さ

ん
を
講
師
と
し
て
、
組
合

の
こ
れ
か
ら
の
運
営
と
、

保
険
料
三
本
建
て
に
つ
い

て
の
内
容
の
説
明
と
、
新

し
い
健
康
診
断
の
事
業
が

始
ま
り
、「
健
診
を
受
け
な

け
れ
ば
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

課
せ
ら
れ
ま
す
よ
」
と
、
言

う
と
組
合
員
と
し
て
の
自

覚
及
び
、
自
分
自
身
の
健

康
管
理
の
た
め
、
大
事
な

事
業
で
す
か
ら
、
今
後
共

に
い
ず
れ
後
期
高
齢
者
に

な
っ
て
い
く
の
で
す
か

ら
、
皆
さ
ん
の
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
午
後
八
時
三
十
分
、
盛

況
の
も
と
に
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

【
太
田
喜
久
夫
通
信
員
】
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緑
支
部
／
勉
強
会

７月１７日

皆さん真剣な様子

モクモクと勉強しています

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た

　7月12日（土）午 前10時
から、豊橋支部主婦の会主催
で、メタボリックの予防に役
立つ料理教室を行いました。
　講師には、生協の熊崎さん
に来ていただきました。
　はじめに、メタボリックシ
ンドロームとは？内臓脂肪の
蓄積によって、生活習慣病を
引き起こしやすくなった状態

だということ。そのためには、運動・休養・バランスの摂れた栄養が
必要だということ。食事の見直しをして、内臓脂肪が減る料理をしま
した。同じ食材でも調理によって、カロリーを減らして美味しく食べ
られ、メタボの予防になるので、家で
も実践して家族の健康管理に役立て
たいと思います。
　今回は、若いママたちの参加もあ
り、子供たちで賑やかでした。
　参加者の人数は、17名、内5名が
若いママたちです。あと、アンケート
で、次回も参加したいとの声が、全員
からあり、たいへん嬉しく思いまし
た。　　　　　　　【久保美千代　記】
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長
浜
を
散
策
中
で
す

家庭でも役立てよう
豊橋支部主婦の会／メタボ対策料理 ７月１２日

と
っ
て
も
美
味
し
く
出
来
上
が
り

美味しいよ ピース

　「本日の目玉賞品液晶テレビの当
選者は…磯村一幸さんで～す」。司
会者の発表に、羨望の眼差しを一手
に浴びて、とっても嬉しそうな磯村
さんでした。順位は33位と大した
事は有りませんが、今年の運を全て
使われたかも？
　今日も朝からとっても暑い、８月
３日（日）に東名ボウルに於きまし

て総勢77名で恒例のボウリング大会を行いました。
　私も１年に１度だけここでボールに触れるので、翌日は朝から筋肉
痛でございます。結果は20位でパスタクッカーを、女房は59位で
カップうどんをケースで頂きました。
　当支部のボウリング大会は参加すれば誰でも、豪華賞品を獲得する
チャンスが有りますし、全員に何か
持って帰っていただきます。参加し
た事の無い皆さん一度参加してみ
て下さいね！！優勝：竹中忠一さん
（2ゲーム計　堂々の361点）。子
供の部１位：村中香雪ちゃん、２位：
落合玲菜ちゃん、３位：柴田麻結ち
ゃん。皆さん、オメデトウございま
した。
　　　　　　　【伊藤克彦通信員】
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旭瀬戸支部／ボウリング大会 ８月３日

目玉賞品は、磯村さんへ
液
晶
テ
レ
ビ
当
っ
ち
ゃ
っ
た

私
た
ち
三
人
、
頑
張
り
ま
し
た
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影

営

映
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八
月
八
日
（
金
）
、
東
海
四

県
の
組
合
で
構
成
さ
れ
る
全
建

総
連
・
東
海
地
方
協
議
会
は
、

中
部
地
方
整
備
局
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。

　
全
建
総
連
よ
り
高
橋
賃
対
部

長
を
招
き
、
全
建
愛
知
か
ら
は

山
田
議
長
（
執
行
委
員
長
）
、

加
島
書
記
長
、
田
口
賃
対
部
長
、

戸
田
部
員
が
出
席
。
他
県
連
・

組
合
役
員
を
含
め
、
総
勢
十
一

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
山
田
議
長
よ
り
「
建

設
職
人
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
だ
け
の
賃
金
が
確
保
で
き
る

よ
う
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
挨
拶
に
次
い
で
、
建

設
労
働
者
を
取
り
巻
く
諸
問
題

の
改
善
と
し
て
六
項
目
要
請
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

①
貴
整
備
局
発
注
の
公
共
工
事

　
に
つ
い
て
、
公
共
工
事
設
計

　
労
務
単
価
の
日
額
水
準
を
下

　
回
ら
な
い
賃
金
が
末
端
労
働

　
者
ま
で
支
払
わ
れ
る
よ
う
、

頑
顔
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頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

愛
知
会
館
で
、
主
婦
の
会
勉
強

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
井
上
講
師
（
書
記
次
長
）
か

ら
「
中
建
国
保
の
給
付
制
度
と

事
業
」
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
四
月
よ
り
高
齢
者
医
療
の
確

保
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
、
前
期
高
齢
者
支
援
金
制
度

も
始
ま
り
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
保
険
料
を
加
え
、
三
本
建

ゲ
ン
撮
影
・
各
種
ガ
ン
検
診

を
受
け
、
明
る
く
笑
顔
で
毎

日
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
ね
。

　
組
合
員
の
奥
様
、
全
建
愛

知
に
は
素
晴
し
い
主
婦
の
会

が
あ
り
ま
す
。
一
回
・
二
回

と
回
を
重
ね
ま
す
と
、
会
の

良
さ
が
分
か
り
ま
す
。
知
ら

な
い
こ
と
は
、
ど
ん
ど
ん
質

問
し
て
組
合
活
動
を
楽
し
く

し
ま
し
ょ
う
。
主
婦
の
会
は
、

学
ぶ
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
【
村
井
か
ね
子
通
信
員
】

主婦の会

知
っ
て
得
す
る
勉
強
会
開
催

新
た
な
知
識
を
得
ま
し
た

講義に聞き入る幹事さん

主婦の会の皆さんが折られた千羽鶴

　
指
導
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

②
労
務
単
価
・
下
請
代
金
・
安

　
全
対
策
の
適
否
を
全
現
場
で

　
立
ち
入
り
調
査
し
公
表
す
る

　
と
と
も
に
適
切
な
賃
金
が
確

　
保
さ
れ
る
よ
う
指
導
を
強
化

　
し
て
く
だ
さ
い
。

③
公
契
約
法
の
内
容
を
検
討
し
、

　
制
定
に
向
け
本
省
へ
働
き
か

　
け
て
く
だ
さ
い
。

④
公
共
施
設
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト

　
の
使
用
実
態
を
調
査
し
、
完

　
全
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
建
設
業
退
職
金
共
済
に
つ
い

　
て
、
添
付
実
績
報
告
書
の
提

　
出
を
義
務
付
け
、
制
度
の
周

　
知
徹
底
と
履
行
確
保
を
図
っ

　
て
く
だ
さ
い
。

⑥
賃
金
・
下
請
工
事
代
金
の
不
払

　
い
に
対
し
て
、
建
設
業
法
第
四

　
十
一
条
二
項
及
び
三
項
に
も
と

　
づ
く
、
元
請
へ
の
「
立
替
払
い
」

　
の
勧
告
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
以
上
の
要
請
に
対
し
、
整
備

局
側
は
「
適
正
な
元
下
請
関
係

に
努
め
、
通
達
や
要
請
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
で
き
る
範
囲

内
で
指
導
強
化
し
て
い
き
た

い
」
と
、
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
組
合
は
仲
間
の
実

態
を
突
き
つ
け
な
が
ら
交
渉

し
、
状
況
改
善
の
た
め
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

て
の
話
を
懇
切
丁
寧
に
説
明
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
組
合
員
さ
ん
に
と
っ
て
健
康

保
険
料
が
高
く
な
る
こ
と
は
、

自
己
負
担
が
増
え
、
我
々
に
は

大
き
な
増
税
と
同
じ
で
す
。
毎

日
毎
日
、
食
料
品
ア
ッ
プ
・
ガ

ソ
リ
ン
ア
ッ
プ
の
話
で
す
。
償

還
金
制
度
も
、
三
千
円
か
ら
五

千
円
に
変
わ
り
辛
い
で
す
が
、

こ
の
制
度
は
中
建
国
保
だ
け
の

素
晴
し
い
制
度
で
す
。

　
私
た
ち
も
自
分
自
身
の
健
康

保
険
を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
特
定

健
康
診
断
・
胸
部
直
接
レ
ン
ト

　
七
月
十
六
日
（
水
）
、
全
建

岡本みつのりの医療コーナ

民主党 衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート盈
第9区／愛西市、一宮市（旧尾西市）、稲沢市、津島市、弥富市、海部郡

岡本みつのり

　さて、今月は「予防接種」についてです。
　赤ちゃんはお母さんから免疫力が譲り受けら
れますが、これも生後半年を過ぎると急速に弱
まってきます。

　法律で定められているワクチンを定められた期間に接種する
のが、定期接種です。定期接種には、次のようなものがありま
す。ＢＣＧは生後６ヶ月までに、麻疹（はしか）風疹混合ワク
チンは第１期（生後12ヶ月～生後24ヶ月）と第2期（小学校
就学１年以内）に、ポリオは生後3ヶ月～90ヶ月の間に2回接
種します。ちょっと複雑なのがジフテリア・破傷風・百日咳
（ＤＰＴ三種混合）ワクチンです。これは生後3ヶ月～70ヶ
月の間に３～８週間間隔で３回、さらにその後12ヶ月～18ヶ
月で追加接種１回、加えて第2期接種でジフテリア・破傷風の
みを小学校6年生で行います。
　一方、例えば成人してからなど、それ以外の時期に接種する
のが任意接種です。おたふくかぜやみずぼうそう、コレラや黄
熱病等がありこれらは基本的に個別の医療機関や検疫所等で接
種し、費用も自費となります。
　「予防接種をいつ受けるか。」が気になります。もちろん決め
られた期間に接種すればいいわけですが、実は秋がお勧めです。
気候も安定し、はしかやインフルエンザ等の感染症に罹患する
可能性も低いので比較的予定通りの予防接種ができます。また、
ポリオは経口での接種であり下痢時にはできません。寒くなっ
て風邪等が流行する前に予防接種を済ませておきたいもので
す。また、ポリオの場合多くの自治体で春と秋に集団接種して
いるようです。順番も気になります。ポリオは、現在日本を含
む西太平洋地域で制圧されており、国内での感染の危険はまず
ありません。しかし、結核や麻疹そして百日咳などは国内で現
在も流行し、乳幼児には致命的にもなりかねない感染症です。
ＢＣＧは、接種後４週間他の予防接種ができない生ワクチンで
す。また、ＤＰＴワクチンは接種後1週間で次のワクチンが打
てる不活化ワクチンですので、お勧めとしては生後3ヶ月過ぎ
た乳児であればまずはＤＰＴワクチン接種1週間後にＢＣＧを
受けその４週間後にＤＰＴワクチンの２回目を接種し、さらに
その１週間後にポリオを飲ませる。そして、その４週間後にＤ
ＰＴの３回目を受け１歳のお誕生日が来たらすぐに麻疹・風疹
ワクチンを接種するパターンです。ちょっと多忙ですが、こう
いったスケジュールも秋の天候が安定している季節なら可能で
す。是非検討してみてください。

予防接種について

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元

老後の保障は全国建設技能者国民年金基金で
国民年金の上乗せ制度「全建総連の国民年金基金」に加入しよう
メリット１.　掛金が安く設定されています。税金面で実質さらに有利。

メリット3.　受取保証があり、掛け捨てにならない公的な年金で安心。

メリット2.　掛金の全額が社会保険料控除となり、税金も軽減できるお得な年金。
受け取る年金にも税金の優遇措置（公的年金等控除）

　
「
主
婦
の
会
が
、
七
年
前
か
ら

折
り
続
け
て
き
た
千
羽
鶴
。
広

島
・
長
崎
の
慰
霊
祭
で
、
ど
こ

で
ど
の
よ
う
に
飾
ら
れ
て
い
る

の
か
し
ら
？
鶴
が
想
い
を
伝
え

て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
…
」
。

　
八
月
五
日
（
火
）
、
山
田
執

行
委
員
長
と
主
婦
の
会
二
名
で

広
島
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
会
場
は
、
原
爆
ド
ー
ム
を
通

り
、
被
爆
し
た
人
々
が
身
を
投

げ
た
元
安
川
の
橋
の
東
に
あ
る

慰
霊
碑
前
で
す
。

　
会
場
に
三
十
三
県
連
・
組
合

よ
り
送
ら
れ
た
色
鮮
や
か
な
十

八
万
羽
の
鶴
が
一
斉
に
吊
る
さ

れ
て
い
る
の
を
見
た
瞬
間
、
大

野
会
長
と
「
す
ご
い
わ
～
」
。

全
建
愛
知
の
五
千
羽
を
探
し
当

て
対
面
し
た
時
は
、
嬉
し
く
て

パ
チ
リ
パ
チ
リ
。
見
事
な
他
県

連
・
組
合
の
鶴
の
中
で
、
綺
麗

に
立
派
に
慰
霊
祭
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。
慰
霊
祭
は
、
御

霊
を
慰
め
、
平
和
へ
の
祈
り
を

込
め
て
厳
か
に
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
三
十
一
県
連
・
組
合
、
二

百
名
の
参
列
者
全
員
の
献
花
に

続
き
、
各
代
表
よ
り
折
鶴
献
納
・

献
水
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
平
和
・
憲
法
を
守

る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
ん

だ
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

　
八
月
六
・
九
日
が
来
て
思
い

出
す
の
で
な
く
、
平
素
に
向
き

合
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　
広
島
の
地
で
、
た
く
さ
ん
の

鶴
に
感
動
し
、
平
和
に
つ
い
て

考
え
、
甘
党
の
私
に
欠
か
せ
な

い
も
み
じ
饅
頭
と
…
。
全
て
の

重
さ
を
抱
え
、
充
実
感
と
仲
良

く
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
片
山
ゑ
ち
よ
　
記
】

色
鮮
や
か
な
十
八
万
羽
の
鶴

中
部
地
方
整
備
局
と
交

中
部
地
方
整
備
局
と
交
渉渉

東
海
地
協
・
賃
対

東
海
地
協
・
賃
対
部部

国土交通省

建建
設
労
働
者
・
職
人

原
爆
殉
難
者
慰
霊

設
労
働
者
・
職
人
 原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭祭

千
羽
鶴
を
追
っ
て
広
島
へ

※
そ
の
他
の
職
種
は
、
組
合
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
検
資
格

◎
一
級
…
実
務
経
験
七
年
以
上

　
　
　
　
又
は
二
級
合
格
後
二

　
　
　
　
年
以
上
の
実
務
経
験

◎
二
級
…
実
務
経
験
二
年
以
上

■
受
検
手
数
料

　
実
技
…
一
万
五
千
七
百
円

　
学
科
…
三
千
百
円

■
実
技
試
験

　
十
二
月
　
　
一
日
（
月
）
～

　
　
二
月
二
十
二
日
（
日
）

■
学
科
試
験

　
一
月
二
十
五
日
（
日
）

　
二
月
　
　
一
日
（
日
）

　
二
月
　
　
四
日
（
水
）

　
二
月
　
　
八
日
（
日
）

※
学
科
試
験
は
、
上
記
の
い
ず

　
れ
か
一
日
に
な
り
ま
す
。

※
実
技
試
験
の
手
数
料
は
、
受

　
検
職
種
に
よ
っ
て
若
干
異
な

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
〆
切
　
九
月
十
九
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
　

　
技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

後
期
技
能
検
定

あ
な
た
も
、
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
今
年
も
次
の
日
程
で
、
後
期

技
能
検
定
が
開
催
し
ま
す
。

■
主
な
実
施
予
定
職
種

　
建
築
大
工
・
鉄
筋
施
工
・
塗

　
装
・
配
管
・
型
枠
施
工
な
ど
。

要請書を手渡す山田議長（右）

お問い合わせは、共済担当　三好まで



頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

知
っ
て
得
す
る
勉
強
会
開
催

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

主婦の会

い
生
活
習
慣
の
恐
ろ
し
さ
と
そ

の
対
策
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

簡
単
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を

行
い
ま
す
。

　
建
設
業
関
係
の
お
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
女
性
の
方
、
ま
た
ご

主
人
が
建
設
業
関
係
の
お
仕
事

を
さ
れ
て
い
る
奥
様
で
あ
れ
ば

組
合
未
加
入
の
方
で
も
参
加
O

K
で
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
九
月
二
十
六
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
正
午

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
会
費
　
無
料

■
定
員
　
五
十
名

　
　
　
（
定
員
満
了
次
第
〆
切
）

■
申
込
　
参
加
希
望
の
方
は
、

　
九
月
十
七
日
（
水
）
ま
で
に

　
支
部
主
婦
の
会
役
員
・
幹
事
、

　
ま
た
は
組
合
の
中
村
・
丹
羽
・

　
三
好
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
主
婦
の
会
で
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防

ぐ
効
果
的
な
運
動
の
勉
強
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
、
運

動
不
足
度
チ
ェ
ッ
ク
や
肥
満

度
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ

き
、
な
か
な
か
改
め
ら
れ
な

姥
厩

嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘
嘘

姥 厩嘘嘘嘘嘘嘘嘘

　
全
建
愛
知
青
年
部
の
仲
間
づ

く
り
を
目
的
と
し
、
青
年
部
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成

い
た
し
ま
す
。

　
今
回
、
二
次
募
集
を
九
月
一

日
よ
り
行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
九
月
一
日
（
月
）
～
三
十
日
（
火
）

■
サ
イ
ズ

　
一
〇
〇
㎜

×
二
〇
〇
㎜

■
カ
ラ
ー

　
四
色
ま
で
選
べ
ま
す
。（
白
色

　
は
一
色
と
し
て
数
え
ま
す
）

■
応
募
資
格

　
組
合
員
と
そ
の
家
族

■
応
募
方
法

　
Ｅ
メ
ー
ル
又
は
郵
送
に
て
受

　
付
。（
組
合
員
氏
名
と
作
成
者

　
氏
名
・
住
所
を
明
記
）

■
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　s
e
in
e
n
b
u
@
z
e
n
k
e
n

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 -

 

　
全
建
愛
知
で
は
、
愛
知
県
と

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
住
宅
の
応

急
修
理
が
迅
速
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
被
災
住
宅
の
応
急
修
理

工
事
協
力
事
業
所
名
簿
を
、
毎

年
度
県
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
対
策
の
た
め
、

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
工
事
協

力
事
業
所
を
追
加
す
る
必
要
が

出
て
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
登
録
さ
れ
た
事
業
所

に
は
、
今
後
作
成
す
る
「
全
建

愛
知
建
設
職
人
名
簿
」
に
掲
載

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
既
に
登
録
済
み
の
事
業
所

に
つ
き
ま
し
て
は
、
再
度
申
込

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
条
件

①
全
建
愛
知
の
組
合
員
で
あ
る

運
動
で
防
ご
う
！

②
地
震
や
風
水
害
等
の
災
害
時
、

　
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
協

　
力
で
き
る
事
業
所
で
あ
る

③
法
令
を
遵
守
す
る

住
宅
・
建
築
関
係
事
業

住
宅
・
建
築
関
係
事
業
者者

　
国
は
、
今
年
度
よ
り
様
々
な

住
宅
・
建
築
関
係
の
法
制
度
の

改
正
、
制
定
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
の
円

滑
な
実
施
の
た
め
に
は
、
住
宅
・

建
築
に
関
わ
る
事
業
者
の
方
々

の
知
識
の
向
上
、
技
術
力
の
向

上
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
住
宅
・
建
築
関
係

の
財
団
等
に
よ
り
、
住
宅
・
建

築
関
係
事
業
者
技
術
力
向
上
支

援
講
習
会
が
、
全
国
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
  ｢

技
術
力
向
上
支
援
講
習
会
｣

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ

住
宅
・
建
築
関
係
の
財
団
等
に

よ
り
企
画
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

各
講
習
会
と
も
参
加
費
・
テ
キ

ス
ト
代
は
無
料
で
す
。
講
習
会

参
加
に
は
、
事
前
の
お
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

瑕
疵
担
保
講
習
会
・
概
要

　
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
の

法
律
の
本
格
施
行
に
向
け
、
同

日
以
降
の
新
築
住
宅
の
引
渡
し

に
際
し
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
履

行
の
た
め
の
資
力
確
保
措
置

（
供
託
又
は
保
険
加
入
）
が
義
務
づ

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
制
度

の
内
容
や
資
力
確
保
措
置
の
手

続
き
等
に
つ
い
て
、
住
宅
事
業

者
に
あ
ま
ね
く
周
知
を
図
る
。
 

耐
震
補
強
講
習
会
・
概
要

　
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
の
適

切
な
実
施
に
よ
り
住
宅
耐
震
化

の
促
進
を
図
る
た
め
、
耐
震
補

強
の
考
え
方
・
ポ
イ
ン
ト
・
耐

震
診
断
か
ら
耐
震
補
強
の
流
れ

及
び
耐
震
補
強
の
方
法
等
に
関

し
講
習
を
実
施
し
、
大
工
・
工

務
店
・
建
築
士
等
住
宅
関
係
事

業
者
へ
の
耐
震
化
の
意
識
啓
発

と
そ
の
技
術
力
の
向
上
に
資
す

る
。

構
造
計
画
講
習
会
・
概
要

　
木
造
軸
組
構
法
住
宅
の
適
切

な
設
計
法
等
の
普
及
を
図
る
た

め
、
壁
量
計
算
・
四
分
割
法
・

Ｎ
値
計
算
等
の
基
礎
的
な
構
造

計
画
等
の
講
習
を
実
施
し
、
設

計
者
な
ど
実
務
者
の
技
術
力
の

は
、
見
直
し
の
内
容
が
具
体
的

に
決
ま
り
次
第
、
追
っ
て
実
施

す
る
予
定
で
す
。

※
詳
細
は
、h

ttp
:/
/
w
w
w
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向
上
に
資
す
る
。
 

　
な
お
、
四
号
建
築
物
の
構
造

関
係
規
定
の
審
査
省
略
特
例
の

見
直
し
に
対
応
し
た
確
認
申
請

図
書
に
関
す
る
講
習
に
つ
い
て

被被被被被被被被被被被被被被
災災災災災災災災災災災災災災
住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
のののののののののののののの
応応応応応応応応応応応応応応
急急急急急急急急急急急急急急
修修修修修修修修修修修修修修
理理理理理理理理理理理理理理
工工工工工工工工工工工工工工
事事事事事事事事事事事事事事

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
工
事
協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力
事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業
所所所所所所所所所所所所所所

力
事
業
所

経
審
で
「
十
五
点
」
加
算
さ
れ
ま
す

技
術
力
向
上
支
援
講
習

技
術
力
向
上
支
援
講
習
会会

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成

デデデデデデデデデデ
ザザザザザザザザザザ
イイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンン
大大大大大大大大大大
募募募募募募募募募募

デ
ザ
イ
ン
大
募
集集集集集集集集集集集
青年部

2次募集

白
色
・
青
色
記
帳
講
習

白
色
・
青
色
記
帳
講
習
会会

　
し
っ
か
り
記
帳
し
て
い
な
け

れ
ば
各
経
費
等
が
認
め
ら
れ
ず
、

税
務
署
に
よ
る
概
算
経
費
で
再

計
算
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
組
合
で
は
、
皆
さ
ん
に
月
々

の
仕
事
の
ま
と
め
や
税
額
計
算

が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
、
講

習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、

「
所
得
と
り
ま
と
め
帳
」
を
無

料
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
白
色
・
青
色
記
帳
（
特
別
控
除

十
万
円
）
講
習
会
で
は
、
所
得
と

り
ま
と
め
帳
を
使
っ
た
記
帳
の

仕
方
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申
告
の

メ
リ
ッ
ト
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　
初
め
て
記
帳
を
さ
れ
る
方
や

不
慣
れ
な
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
白
色
／
九
月
十
一
日
（
木
）

　
　
　
　
青
色
／
九
月
十
八
日
（
木
）

■
時
間
　
各
講
習
午
前
十
時
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

消
費
税
申
告
講
習

消
費
税
申
告
講
習
会会

　
本
則
･
簡
易
課
税
制
度
に
分

か
れ
て
、
例
題
を
も
と
に
実
際

の
税
額
の
計
算
や
申
告
書
等
の

作
成
を
行
う
消
費
税
申
告
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
来
年
、
申
告
さ
れ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
九
月
二
十
五
日
（
木
）

■
時
間
　

　
簡
易
課
税
／
午
前
十
時
～

　
本
則
課
税
／
午
後
一
時
三
十
分
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

青
色
申
告
特
別
控
除
（
六
十
五
万
円

青
色
申
告
特
別
控
除
（
六
十
五
万
円
））

　
　
　
　
　
　
　
を
受
け
ら
れ
る

を
受
け
ら
れ
る
方方

　
青
色
申
告
で
六
十
五
万
円
控

除
を
受
け
る
場
合
、
日
々
の
記

帳
を
「
複
式
簿
記
」
で
行
い
、

「
貸
借
対
照
表
」
を
作
成
し
、

添
付
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
例
年
二
月
初
め
か
ら
末
に
か

け
て
行
う
税
金
申
告
学
習
会
に

お
い
て
、
六
十
五
万
円
の
特
別

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
組
合

員
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

一
部
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い

方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
組
合
で
は
、
青
色
申

告
特
別
控
除
（
六
十
五
万
円
）

を
受
け
ら
れ
る
方
の
た
め

に
、
日
々
の
記
帳
の
仕
方
や

決
算
処
理
の
講
習
会
を
四
回

に
分
け
て
開
催
い
た
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

各
種
税
金
講
習
会
の
ご
案

各
種
税
金
講
習
会
の
ご
案
内内

節
税
の
た
め
、
賢
い
納
税

節
税
の
た
め
、
賢
い
納
税
者者
に
な
り
ま
し
ょ
う

に
な
り
ま
し
ょ
う

a
ic
h
i.c
o

　
  
  
 
   
 m

 

※
形
式
は
ｊ
ｐ
ｇ
又
は
ｐ
ｄ
ｆ

　
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
備
考

・
採
用
者
（
一
名
）
に
は
図
書

　
カ
ー
ド
三
千
円
分
と
完
成
し

　
た
ス
テ
ッ
カ
ー
、
佳
作
（
若

　
干
名
）
に
は
図
書
カ
ー
ド
千

　
円
分
を
贈
呈
。

・
選
考
は
、
本
部
青
年
部
幹
事

　
会
に
て
厳
正
に
審
査
し
ま
す
。

・
版
権
に
つ
い
て
は
、
全
建
愛

　
知
青
年
部
が
所
有
し
ま
す
。

■
問
合
　
青
年
部
の
中
西
・
鈴

　
木
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
名
簿
登
録
〆
切

　
十
月
三
十
一
日
（
金
）

■
登
録
す
る
と

①
県
内
各
市
町
村
に
応
急
修
理

　
事
業
所
名
簿
と
し
て
配
布

②
登
録
証
を
発
行

③
経
営
事
項
審
査
制
度
を
行
う
事

　
業
所
は
、
経
営
規
模
評
価
申
請

　
平
成
十
九
年
五
月
三
十
日

に
、「
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任

の
履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
こ
れ
に
よ
り
、
二
十
一
年
十

月
一
日
以
降
に
引
き
渡
し
予
定

の
新
築
住
宅
に
は
、
保
険
ま
た

は
供
託
の
確
保
が
質
義
務
づ
け

ら
れ
ま
す
。

　
特
に
、
中
小
零
細
業
者
で
は
、

供
託
に
よ
る
資
力
確
保
は
難
し

い
た
め
保
険
を
活
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
の
対
策
方
法
と
し
て
、

ぜ
ひ
、
受
講
さ
れ
る
よ
う
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

■
日
時
・
会
場

◎
九
月
十
七
日
（
水
）

　
　
安
城
市
民
会
館

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
　

　
　
　
午
前
十
一
時
四
十
五
分

　
　
刈
谷
市
民
会
館

　
　
　
午
後
二
時
三
十
分
～
　

　
　
　
午
後
四
時
四
十
五
分

◎
九
月
二
十
二
日
（
月
）

　
　
住
吉
福
祉
文
化
会
館

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
　

　
　
　
午
前
十
一
時
四
十
五
分

　
　
愛
知
県
産
業
貿
易
館
　
　

　
　
　
午
後
二
時
三
十
分
～
　

　
　
　
午
後
四
時
四
十
五
分

◎
九
月
二
十
六
日
（
金
）

　
　
豊
橋
勤
労
福
祉
会
館

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
　

　
　
　
午
前
十
一
時
四
十
五
分

　
　
岡
崎
勤
労
福
祉
会
館

　
　
　
午
後
二
時
三
十
分
～
　

　
　
　
午
後
四
時
四
十
五
分

■
受
講
料

　
一
千
円

■
〆
切
　
九
月
十
二
日

　
　
　
（
定
員
満
了
次
第
〆
切
）

■
問
合
　
住
宅
対
策
部
ま
で
ご

　
　
　
　
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
の
加
点
対
象
と
な
る
防
災
協

　
定
の
災
害
応
急
活
動
等
に
該

　
当
す
る
た
め
、
十
五
点
加
点

※
た
だ
し
、
証
明
書
が
必
要
と

　
な
る
た
め
、
組
合
に
申
請
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
　
住
宅
対
策
部
ま
で
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
六
十
五
万
円
控
除
を

　
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

　
も
、一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　

　
第
一
・
二
回
目
／

　
　
　
　
十
月
十
八
日
（
土
）

　
第
三
・
四
回
目
／

　
　
　
　
十
月
二
十
六
日
（
日
）

■
時
間
　

　
第
一
・
三
回
目
／
午
前
十
時
～

　
第
二
・
四
回
目
／
午
後
一
時
三
十
分
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

※
各
講
習
会
に
は
、
筆
記
用
具
・

　
電
卓
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
参
加
は
組
合
ま
で

　
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
対
策
講
習

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
対
策
講
習
会会

「
知
ら
な
か
っ
た
」
で
は
す
み
ま
せ
ん

来年から義務化

建 団 協



　
今
年
も
、
大
好
評
の
「
ナ
ガ

シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
特
別
割
引

券
」
と
、
「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ

グ
ナ
シ
ア
特
別
割
引
券
」
を
配

布
し
ま
す
。

　
こ
の
夏
は
、
お
得
な
特
別
割

引
券
を
使
っ
て
湯
あ
み
の
島

や
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
へ

出
か
け
る
の
も
よ
し
。

　
ま
た
、
海
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ

ア
」
で
遊
ぶ
も
よ
し
、
今
年
の

夏
も
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
。

ナ
ガ
シ
マ
の
ご
利
用
方

ナ
ガ
シ
マ
の
ご
利
用
方
法法

①
組
合
へ
お
電
話
ま
た
は
胃

　
昭
和
五
十
二
年
に
組
合
員

約
六
十
名
で
、
津
島
支
部
と
し

て
結
成
さ
れ
、
現
在
で
は
七
百

三
十
名
を
越
え
る
全
建
愛
知
二

十
九
支
部
中
、
二
番
目
の
大
き

な
支
部
に
成
長
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
一
重
に
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
の
お
陰
と
存

じ
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
間
に
は
、
昭
和
五
十
六

動
を
四
地
域
に
分
け
（
導
入
十

三
年
）
地
域
に
密
着
し
た
、
支
部

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
役
員
一
同
、
さ
ら
に

年
に
主
婦
の
会
・
翌
年

に
は
青
年
部
を
設
立

し
、
支
部
会
を
充
実
す

る
と
共
に
青
年
部
・
主

婦
の
会
を
中
心
に
支
部

レ
ク
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
十
年

に
支
部
二
十
周
年
記
念

行
事
を
行
い
ま
し
た
。

役
員
さ
ん
は
、
青
年

部
・
主
婦
の
会
含
め
、
三

十
一
名
と
な
り
、
ま
た

地
域
も
広
く
平
成
十
一

年
に
海
部
津
島
支
部
に

名
称
変
更
し
、
支
部
活

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー

こ
ん
に
ち
は
！
海
部
津
島
支

こ
ん
に
ち
は
！
海
部
津
島
支
部部
で
す
で
す

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

守
山
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
九
月
二
十
八
日
（
日
）

■
会
場
　
三
菱
グ
ラ
ン
ド

天
白
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
六
日
（
日
）

■
会
場
　
天
白
公
園

中
村
支
部
主
婦
の
会
／
お
花
教
室

■
日
程
　
九
月
一
日
（
月
）

■
会
場
　
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
み
な
と
店

海
部
津
島
支
部
青
年
部
／
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

■
日
程
　
九
月
十
四
日
（
日
）

■
行
先
　
神
戸

豊
橋
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
九
月
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
豊
橋
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ウ
ル

名
東
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
九
月
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
星
ヶ
丘
ボ
ウ
ル

中
川
熱
田
支
部
青
年
部
／
南
紀
白
浜
一
泊
旅
行

■
日
程
　
九
月
二
十
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
二
十
一
日
（
日
）

■
行
先
　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド

木
曽
川
支
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
九
月
二
十
一
日
（
日
）

■
行
先
　
赤
目
四
十
八
滝

東
海
支
部
／
源
氏
物
語
石
山
寺
＆
京
都

■
日
程
　
九
月
二
十
一
日
（
日
）

■
行
先
　
石
山
寺
・
京
都
他

緑
支
部
／
大
井
川
Ｓ
Ｌ
の
旅

■
日
程
　
九
月
二
十
一
日
（
日
）

■
行
先
　
大
井
川
他

支
部
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
支

部
レ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
支
部

会
・
住
宅
デ
ー
な
ど
を
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の

　
で
、
必
要
枚
数
を
ご
連
絡
く

さ
い
（
組
合
の
各
事
務
所

　
へ
、
直
接
取
り
に
来
て
い
た

　
だ
い
て
も
Ｏ
Ｋ
）
。

※
注
意
　
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン

　
ド
特
別
割
引
券
の
お
申
込
み
枚

　
数
は
、
最
大
で
組
合
員
と
そ
の

　
同
居
の
家
族
の
人
数
分
と
な
り

　
ま
す
。
ま
た
、
特
別
割
引
券
は
数

　
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

②
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
枚
数
を

組
合
よ
り
発
送
し
ま
す
。

③
特
別
割
引
券
と
利
用
料
金
を

入
園
券
売
り
場
窓
口
へ
お
出

し
く
だ
さ
い
。

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
の
ご
利
用
方

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
の
ご
利
用
方
法法

　
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア

　
特
別
割
引
券
は
、
六
・
七
月

　
号
掲
載
の
施
設
利
用
券
を
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
。
コ
ピ
ー
不

　
可
。
同
居
の
家
族
が
五
名
以

　
上
で
不
足
の
際
は
、
組
合
へ

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間

利
用
期
間
等等

【
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
】

　
七
月
十
二
日
～

　
　
　
九
月
二
十
三
日
ま
で
。

【
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア
】

　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一

　
日
ま
で
有
効
。
各
チ
ケ
ッ
ト

　
が
十
％
割
引
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
　

　
共
済
福
祉
部
の
三
好
ま
で
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

中
村
支
部
主
婦
の
会
／
栗
本
温
泉

■
日
程
　
十
月
八
日
（
水
）

　
午
前
九
時
、
中
村
公
園
赤
鳥

　
居
・
考
和
堂
前
に
集
合
。

■
行
先
　
栗
本
温
泉
「
藤
」

■
会
費
　
三
千
円

■
〆
切
　
九
月
二
十
五
日

■
申
込
・
問
合
　
柴
田

　
℡
０
５
２
―
４
８
１
―
９
７
３
３

千
種
・
東
支
部
合
同
レ
ク
／

　
　
　
　
　
　
秋
の
一
泊
旅
行

■
日
程
　
十
月
十
三
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
十
四
日
（
火
）

■
行
先
　
黒
部
ダ
ム
・

　
　
　
　
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト

■
会
費
　
一
万
五
千
円

■
受
付
　
九
月
四
日
～

　
　
　
（
定
員
満
了
次
第
〆
切
）

■
申
込
・
問
合
　

　
支
部
長
・
各
班
長
ま
で
ご
連

　
絡
く
だ
さ
い
。

一
宮
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
十
一
月
十
六
日
（
日
）

豊
田
支
部
／
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
月
五
日
（
日
）

■
行
先
　
富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク

南
支
部
／
秋
 京
都
の
旅

■
日
程
　
十
月
十
九
日
（
日
）

■
行
先
　
京
都
市
内
各
所

南
支
部
主
婦
の
会
／
寄
せ
植
え
教
室

■
日
程
　
十
月
二
十
六
日
（
日
）

■
会
場
　
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
備
考
　
詳
細
は
次
号
に
て
。

守
山
支
部
／
城
崎
温
泉
一
泊
旅
行

■
日
程
　
十
月
二
十
六
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　
　
二
十
七
日
（
月
）

■
行
先
　
出
石
散
策
・
天
橋
立

　名
東
支
部
／
秋
の
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
一
月
十
六
日
（
日
）

■
行
先
　
白
川
郷
合
掌
村

組
合
員
さ
ん
の
参
加
協
力
及
び

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
【
石
島
一
男
支
部
長
　
記
】

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
・

　
　
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア

共済福祉部

労
働
対
策
部

プ
ロ
の
技
（
わ
ざ
）

安
全
管
理
が

で
き
て
こ
そ
！

　
　
　
　
午
前
十
一
時
・
集
合

　
　
　
　
　
十
一
時
半
・
開
始

■
会
場
　
ア
ソ
ビ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
（
旧
尾
西
ボ
ウ
ル
）

■
会
費
　
一
千
円
（
弁
当
付
）

　
　
　
　
（
当
日
会
費
徴
収
）

■
参
加
資
格

　
組
合
員
と
そ
の
家
族

■
定
員
　
先
着
八
十
名

■
〆
切
　
十
月
三
十
一
日

■
申
込
方
法

　
胃
の
み
。
組
合
員
氏

　
名
・
参
加
者
氏
名
・
性
別
・

　
年
齢
（
学
年
）
・
℡
・
胃
・
を

　
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
備
考
　
参
加
決
定
者
は
後
日

　
連
絡
し
ま
す
。
粗
品
多
数
有

■
申
込
・
問
合
　
上
田
大
介

　
胃
０
５
８
6
―
7
8
―
8
4
9
9

　
℡
０
５
８
6
―
5
1
―
9
3
5
9

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

共済福祉部 ご案内

年金共済まごこ年金共済まごころろ
老後のゆとりある生活を

　全建愛知では、全建総連が実施する搬出型企業年金保険『年
金共済まごころ』を取り扱っています。
　年金共済まごころは、相互扶助の精神に基づき、公的年金の
補助、組合員の財産形成や老後の生活資金確保の為の共済制度
です。
＜加入資格＞
　掛金支払期間満了日までの期間が満３年以上である、満18歳
以上満67歳以下の組合員とその同居の家族の方。
＜掛金＞
　１口あたり5,000円とし、最低１口以上最高20口まで加入
できます。
※掛金1口あたり50円の制度運営費が含まれており、掛金から
　制度運営費を差し引いた金額が保険料となります。
＜掛金払込方法＞
　加入時にご指定していただく金融機関口座から、毎月自動振
替されます。
＜特徴＞
①自身で掛金を設定する事ができ、老後の生活安定を図ります。
②年に２回、月払い掛金額の見直し（増額・減額）ができます。
③年金の受取種類は６種類あり、60歳から70歳の間に年金受
　取開始を選択できます。
④1口10万円単位で【一時払積増】をすることができます。
　※最高999口まで。
⑤ご加入中に所定の事情が生じた場合、積立金の一部を途中で
　受取ることができます。
　※1回あたり20万円以上１万円単位
⑥掛金は、他にご加入の保険と合算して一般の生命保険料控除
　の対象となります。（制度運営費は除きます）
　ご不明な点のお問合せやパンフレット請求は、共済課／三好
までお気軽にご連絡ください。

海
部
津
島
支
部
役
員
会
議
の
様
子

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　工務店に勤め６年、建築管理の仕事をしています。毎日、現

場を駆け回って忙しい日々を過ごしています。

　そして、青年部の幹事になって６年になります。

　幹事になる前、支部レク等には参加していましたが、支部活

動には参加したことがありませんでした。幹事となれば支部の

先輩方や他の支部の方々と一緒に作業することとなり、日頃、

現場で会っている

のとは違った一面

も発見でき色々と

勉強になります。ま

た、全国の職人さん

との交流もできる

ので、皆さんも一度

青年部に参加して

みませんか。

【藤澤正樹幹事　記】

公
園
で
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す

青年部幹事

 藤澤  正樹 
ふじさわ まさき

　組合員の皆さん、お仕事お疲れさまです。

　はじめまして、西支部所属・青年部幹事をして

います藤澤正樹（32歳）です。

　まず、私の自己紹介をさせていただきます。

　家族は、両親と妻と子供2人の6人家族です。

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員組合員です

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」
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◎
ひ
孫
と
一
緒
に
！

　
『
六
月
に
第
二
子
が
産
ま
れ
、

そ
の
た
め
里
帰
り
を
一
ヶ
月
程

し
ま
し
た
。し
か
し
、
実
家
で
は

私
達
三
人
（
娘
二
人
・
私
）の
泊

ま
る
場
所
が
な
く
、や
む
を
得

ず
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
八
十
三
歳
）

の
部
屋
に
転
が
り
込
み
ま
し

た
。
暑
い
の
に
四
畳
半
に
四
人

で
寝
る
の
は
さ
す
が
に
狭
か
っ

た
け
ど
、
ひ
孫
と
一
緒
に
寝
る

こ
と
の
で
き
た
、
ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
嬉
し
そ
う
で
し
た
』

【
豊
田
市
／
村
松
ひ
と
美
さ
ん
】

※
今
年
の
夏
の
思
い
出
に
な
り
ま
す
ね
。

◎
リ
モ
コ
ン
行
方
不
明
！

　
『
今
年
の
夏
の
暑
さ
は
半
端

じ
ゃ
な
か
っ
た
！
そ
れ
な
の
に

我
家
の
エ
ア
コ
ン
の
リ
モ
コ
ン

が
、
ず
っ
と
行
方
不
明
で
、
家
の

中
で
熱
中
症
に
な
り
そ
う
で
し
た
』

【
豊
橋
市
／
小
野
あ
つ
子
さ
ん
】

※
猛
暑
、良
く
乗
り
切
り
ま
し
た
ね
。

◎
ア
イ
ス
ノ
ン
良
い
で
す
よ
！

　
『
今
年
は
特
に
暑
い
で
す

ネ
！
省
エ
ネ
を
考
え
て
、
寝
る

時
は
ア
イ
ス
ノ
ン
枕
で
寝
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
昼

間
も
タ
オ
ル
に
ア
イ
ス
ノ
ン
を

包
み
首
に
巻
き
掃
除
し
て
い
ま

す
。
涼
し
い
で
す
ヨ
！
』

【
尾
張
旭
市
／
石
原
政
子
さ
ん
】

※
ひ
ん
や
り
気
持
ち
よ
さ
そ
～
う
。

◎
お
客
様
い
ら
っ
～
し
ゃ
い
！

　
『
草
も
生
き
る
た
め
、こ
の
暑

さ
に
も
め
げ
ず
成
長
し
て
い
ま

す
。で
も
、
蚊
を
飼
育
す
る
わ
け

に
は
い
か
ず
、
思
い
切
っ
て
草

取
り
を
決
意
し
ま
し
た
。
座
っ

た
と
た
ん
、
二
ｍ
も
あ
ろ
う
か
、

蛇
の
お
客
様
が
い
ま
し
た
。
双

方
共
ビ
ッ
ク
リ
で
、
私
は
声
が

出
ず
、
あ
ち
ら
様
は
急
い
で

ど
っ
か
に
お
隠
れ
に
な
り
ま
し
た
』

【
一
宮
市
／
梶
浦
美
佐
子
さ
ん
】

※
我
家
も
草
取
り
し
な
げ
れ
ば
…
。

◎
生
活
リ
ズ
ム
が
ね
～
！

　
『
夏
休
み
に
な
り
、
子
供
た
ち

が
毎
日
、
家
に
い
る
の
で
生
活

リ
ズ
ム
が
バ
ラ
バ
ラ
な
こ
の
頃
。

早
く
新
学
期
に
な
っ
て
ほ
し
い
…
』

【
春
日
井
市
／
久
保
ゆ
き
さ
ん
】

※
主
婦
に
と
っ
て
は
、
そ
う
か
も
。

◎
自
転
車
通
勤
・
快
適
！

　
『
昨
今
の
原
油
高
騰
で
マ
イ

カ
ー
通
勤
か
ら
自
転
車
に
変
え

ま
し
た
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
も
兼
ね

て
結
構
良
い
で
す
よ
』

　
【
豊
橋
市
／
鶴
田
詠
子
さ
ん
】

※
お
陰
で
一
石
二
鳥
で
す
ね
～
。

◎
出
発
！
進
行
～
プ
ッ
ツ
プ
ッ
ツ

　
『
子
供
が
車
の
免
許
を
取
っ
て

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
横
に
乗
っ

て
い
る
と
、つ
い
口
が
出
て
し
ま

い
、
一
人
で
乗
っ
て
行
く
と
、
無
事

に
帰
る
ま
で
心
配
し
て
し
ま
い
ま

す
。
早
く
子
離
れ
し
な
く
て
は
…
』

　
【
中
川
区
／
内
藤
一
夫
さ
ん
】

※
心
配
な
気
持
ち
わ
か
り
ま
す
。

◎
白
衣
の
天
使
か
な
～
！

　
『
先
日
、
私
の
勤
め
る
病
院
に

中
学
二
年
生
の
子
供
た
ち
が
職

場
体
験
に
み
え
ま
し
た
。
初
め

て
の
体
験
に
戸
惑
い
な
が
ら
も

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
お
り
、
触

れ
合
え
た
患
者
さ
ん
た
ち
の
目

が
と
て
も
イ
キ
イ
キ
し
て
い
ま
し
た
』

【
中
村
区
／
山
田
亜
紀
子
さ
ん
】

※
貴
重
な
体
験
で
き
ま
し
た
。

◎
一
枚
で
も
多
く
の
ハ
ガ
キ
を
！

　
『
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
、
キ
ャ
ロ
ッ

ト
読
み
少
し
で
も
協
力
し
な
く

て
は
と
思
い
、
お
友
達
に
も
声

を
掛
け
、
自
分
の
と
一
緒
に
送

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
集
め

て
一
枚
で
も
多
く
送
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
』

【
刈
谷
市
／
菅
田
徳
子
さ
ん
】

※
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
。

◎
天
国
か
ら
ワ
ン
ワ
ン
！

　
『
十
七
年
間
連
れ
添
っ
た
愛

犬
が
亡
く
な
り
、
泣
い
て
ば
か

り
！
夢
に
ま
で
悲
し
い
顔
で
現

れ
ま
し
た
。
初
七
日
、
お
墓
参
り

に
行
き
、「
も
う
悲
し
ま
な
い
か

ら
、
天
国
で
幸
せ
に
暮
ら
す
ん
だ

よ
」
と
、
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
ま
す
』

【
春
日
井
市
／
加
藤
澄
子
さ
ん
】

※
天
国
で
元
気
に
走
り
回
っ
て
ま
す
よ
。

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑲
船
の
大
き
さ
を
表
す
単
位

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

九
月
十
二
日
ま
で
に
組
合
の

教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

胃
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
ゲ
ン
ユ
コ
ウ
ト
ウ

■
当
選
者

　
小
林
ゆ
う
こ
さ
ん
他
十
九
名

■
十
月
号
の
原
稿
締
切

　
九
月
四
日
（
木
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
落
語
に
出
て
く
る
殿
様
が
「
目

　
黒
に
か
ぎ
る
」
と
言
っ
た
魚

③
あ
ら
い
人
は
貯
金
で
き
な
い

⑥
他
人
に
ゆ
だ
ね
る
…
…
状

⑦
開
い
た
…
…
が
ふ
さ
が
ら
な

　
い
教
員
採
用
汚
職
事
件

⑧
派
手
の
反
対

瓜
原
油
高
騰
で
「
出
漁
す
れ
ば
す
る
ほ

　
ど
…
…
に
な
る
」
と
漁
業
者
の
悲
鳴

噂
俸
給
・
給
料
・
賃
金
な
ど
に

　
課
せ
ら
れ
る
…
…
所
得
税

⑮
書
類
に
…
…
を
押
す

⑯
篤
姫
は
家
定
の
死
で
落
飾
し

　
て
…
…
と
な
る

餌
労
働
者
の
権
利

営
五
番
目
の
日
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【
タ
テ
の
カ
ギ
】

嬰
強
い
人
は
宝
く
じ
に
当
た
る

①
な
じ
ら
れ
て
、
反
対
に
な
じ

　
り
返
す
こ
と

②
紙
や
板
な
ど
を
数
え
る
語

③
…
…
性
の
物
を
火
の
周
り
に

　
は
置
か
な
い

④
今
こ
そ
…
…
兵
器
廃
絶
へ
！

⑤
こ
れ
は
私
…
…
の
考
え
で
す

⑨
一
ミ
リ
の
千
分
の
一

⑩
歯
車
で
す

⑫
全
体
の
半
分
を
こ
え
る
数

⑬
見
事
に
…
…
を
射
止
め
る

⑭
草
木
も
ね
む
る
…
…
時

⑰
（
関
西
の
女
性
語
で
）
わ
た
し

【
編
集
後
記
】
夏
季
休
暇

の
た
め
、
編
集
作
業
に
追

わ
れ
た
九
月
号
。
組
織
拡

大
行
動
の
記
事
に
つ
き
ま

し
て
一
宮
・
尾
北
・
碧
海

支
部
長
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
に
ん
じ
ん
】
余
り
に
も

暑
い
た
め
、
坊
主
を
連
れ

海
や
川
で
遊
ん
で
い
ま

す
。
浮
輪
・
ゴ
ム
ボ
ー
ト

に
乗
っ
て
プ
カ
プ
カ
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
子
供
よ
り

パ
パ
が
夢
中
で
遊
ん
で
い

る
か
も
～
。
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